
１．基本的知識・技術・態度を身につけ、指導を受けながら安全・安楽に看護実践 

できる。 

２．指導の下チームメンバーの役割がとれる。    

 

１．患者の安全と安楽に注意を払い自立して看護実践できる。 

２．自立してチームメンバーの役割がとれる。 

１．看護実践場面におけるリーダーとなることができる。 

２．看護実践場面におけるリーダー的役割や責務を確認し遂行できる。 

３．新人指導者の役割がとれる。 

１．質の高い看護が継続的に実践でき、他者にモデルを示すことができる。 

２．病棟内の管理業務を理解し、夜勤リーダー・責任番の役割が取れる。 

３．臨地実習指導者としての役割がとれる。 

財団法人財団法人財団法人財団法人    竹田綜合病院竹田綜合病院竹田綜合病院竹田綜合病院    

看護部看護部看護部看護部    
継続教育の流れ（看護職継続教育の流れ（看護職継続教育の流れ（看護職継続教育の流れ（看護職））））    

 

 

レベルⅠレベルⅠレベルⅠレベルⅠ  

 

 

    

    

レベルⅡレベルⅡレベルⅡレベルⅡ 

  

 

    

レベルⅢレベルⅢレベルⅢレベルⅢ  

 

 

    

    

《《《《    ローテーションローテーションローテーションローテーション    》》》》                

状況に応じて 5年目までに 2箇所を経験する 

                              

 

レベルⅣレベルⅣレベルⅣレベルⅣ 

 

 

 

 

リーダーコース・教育コース・専門 認定コースの選択 

 

看護部委員会の役割ができる。 

資格取得をして啓蒙ができる。 

業務の見直しをして看護の質向上ができる。 

    

    

レベルⅤレベルⅤレベルⅤレベルⅤ 

 

    

１．論理的かつ実践的知識を統合した看護を実践し、所属を超えてリーダーシップを

発揮できる。 

２．課長・室長・主任の補佐及び代行の役割がとれる。  

 


